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表紙

証券コード  7516

第48期
定 時 株 主 総 会
招 集 ご 通 知
日 時 午前11時（受付開始：午前10時）

2025年５月29日（木曜日）

　

場 所

大阪府堺市堺区戎島町４丁45番地の１
ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺
４階　ロイヤルホール
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

　

①　ご出席の株主様へのお土産のご用意はございませ
ん。

②　今後の状況により株主総会の運営に大きな変更が生
ずる場合は、当社ウェブサイト（https://www.hc-
kohnan.com/）においてお知らせいたします。

　

決議事項
第１号議案　剰余金処分の件
第２号議案　取締役13名選任の件
第３号議案　監査役３名選任の件
第４号議案　役員賞与支給の件
第５号議案　監査役の報酬額改定の件



2025/04/22 12:49:04 / 24174034_コーナン商事株式会社_招集通知_電子提供措置用

表２

心地いい暮らしや住まいって何だろう？

私たちコーナンは “ぴったり” なモノやコトが、

何より心地よさを支えると考えています。

その “ぴったり” はきっと

お客さまのライフスタイルや地域によってさまざま。

時代に応じてまた変化していくはずです。

もっと一人ひとりの思いを見つめて、

もっとその街らしさを理解して、

もっとこれからの空気を敏感に感じて。

地域でいちばん “ぴったり” な商品やサービスをお届けする、

そんなホームセンターをめざしていきます。
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狭義招集

株　主　各　位 証券コード　7516
（発送日）2025年５月７日

（電子提供措置の開始日）2025年５月２日

大阪府堺市西区鳳東町４丁401番地1
(本社事務所) 大阪府大阪市淀川区西宮原二丁目2番17号

代表取締役社長 疋田　直太郎

　【当社ウェブサイト】
　https://www.hc-kohnan.com/corporate/ir/shareholder-meeting/

　【株主総会資料　掲載ウェブサイト】
　https://d.sokai.jp/7516/teiji/

　【東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）】
　https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

第48期定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜りありがたく厚くお礼申しあげます。
　さて、当社第48期定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申しあげます。

　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）につい
て電子提供措置をとっており、インターネット上の以下の各ウェブサイトに「第48期定時株主総会
招集ご通知」として掲載しておりますので、いずれかのウェブサイトにアクセスの上、ご確認くださ
いますようお願い申しあげます。

（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「コーナン商事」又は「コ
ード」に当社証券コード「7516」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択
して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確認ください。）
　なお、当日ご出席されない場合は、後記４ページから５ページまでに記載のとおり、インターネッ
ト等又は書面（郵送）によって議決権を行使することができますので、お手数ながら株主総会参考書
類をご検討の上、2025年５月28日（水曜日）午後６時までに議決権をご行使くださいますようお願
い申しあげます。

敬　具
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狭義招集

１．日 　 　 時 2025年５月29日（木曜日）午前11時（受付開始は午前10時です。）
２．場 　 　 所 大阪府堺市堺区戎島町4丁45番地の1

ホテル　アゴーラ　リージェンシー　大阪堺　4階　ロイヤルホール
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １. 第48期（2024年３月１日から2025年２月28日まで）事業報告及び連結計算書

類の内容並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
２. 第48期（2024年３月１日から2025年２月28日まで）計算書類の内容報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 取締役13名選任の件
第３号議案 監査役３名選任の件
第４号議案 役員賞与支給の件
第５号議案 監査役の報酬額改定の件

記

以　上

　当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申
しあげます。
　電子提供措置事項に修正が生じた場合は、前記インターネット上の各ウェブサイトにおいて、その
旨、修正前及び修正後の事項を掲載いたします。
　書面交付請求をいただいた株主様には、電子提供措置事項を記載した書面をあわせてお送りいたし
ますが、当該書面は、法令及び当社定款第15条の規定に基づき、次に掲げる事項を除いておりま
す。したがいまして、当該書面に記載している連結計算書類及び計算書類は、会計監査人が会計監査
報告を、監査役が監査報告を作成するに際して監査をした対象書類の一部であります。
①連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」「連結注記表」
②計算書類の「株主資本等変動計算書」「個別注記表」

　今後の状況により株主総会の運営に大きな変更が生ずる場合は、当社ウェブサイトにおいてお知ら
せいたします。
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議決権行使についてのご案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆様の大切な権利です。
株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

インターネット等で議決権
を行使される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

議決権行使書用紙を会場受付にご提
出ください。

次ページの案内に従って、議案に対
する賛否をご入力ください。

議決権行使書用紙に議案に対する賛
否をご表示のうえ、ご返送くださ
い。

開催日時 行使期限 行使期限

2025年５月29日（木曜日）
午前11時（受付開始：午前10時）

2025年５月28日（水曜日）
午後６時入力完了分まで

2025年５月28日（水曜日）
午後６時到着分まで

議決権行使書のご記入方法のご案内
こちらに議案に対する賛否をご記入ください。

第２、３号議案

◦ 全員賛成の場合 「賛」の欄に〇印
◦ 全員反対する場合 「否」の欄に〇印
◦ 一部の候補者を反対する場合

「賛」の欄に〇印をし、
反対する候補者の番号を
ご記入ください。

第１、４、５号議案

◦ 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
◦ 反対する場合 「否」の欄に〇印

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

○○○○○○○

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

※議決権行使書用紙はイメージです。

見 本

・インターネット等及び書面（郵送）の両方で議決権を行使された場合は、インターネット等による議決権行使を有効な議決権行使としてお取
り扱いいたします。また、インターネット等により複数回、議決権を行使された場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取
り扱いいたします。

・書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものとし
てお取り扱いいたします。
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インターネット等による議決権行使のご案内

インターネット等による議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法
「スマート行使®」

議決権行使コード・パスワードを
入力する方法

議決権行使コード及びパスワードを入力することなく議決権行使
ウェブサイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://www.web54.net

　

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

「スマート行使」での議決権行使は１回に限り
可能です。
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですが
パソコン向けサイトへアクセスし、議決権行使書用紙に‌
記載の「議決権行使コード」・「パスワード」を入力して‌
ログイン、再度議決権行使をお願いいたします。
※‌�QRコードを再度読み取っていただくと、パソコン向け
サイトへ遷移できます。

議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを読み取ってください。1
議 決 権 行 使 書

御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

※‌�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

見 本
見 本

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。4

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

「次へすすむ」を
クリック

議決権行使書用紙に記載された
「パスワード」をご入力ください。

3

議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」をご入力ください。

2

「議決権行使コード」
を入力

「ログイン」を
クリック

「パスワード」
を入力
実際にご使用になる
新しいパスワードを
設定してください

「登録」をクリック

※操作画面はイメージです。

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォン、携帯電話の操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三井住友信託銀行　証券代行ウェブサポート　専用ダイヤル
電話番号：0120－652－031（フリーダイヤル）

（受付時間　９：00～21：00）
機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが可能です。
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剰余金処分議案

第１号議案 剰余金処分の件

配当財産の種類 金銭
配当財産の割当てに関する事項
及びその総額

当社普通株式１株につき　　50円
配当総額　1,492,960,450円

剰余金の配当が効力を生じる日 2025年５月30日

減少する剰余金の項目とその額 繰越利益剰余金 10,000,000,000円
増加する剰余金の項目とその額 別途積立金 10,000,000,000円
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0

80 70

35

35

第45期

90

45

45

第46期

95

48

47

第47期

100

50

50

第48期
（予定）

（単位：円）配当金の推移　■中間  ■期末 配当方針
　当社は、株主の皆様に対する利益の還元を経営上の重
要施策のひとつとして位置付け、業績の見通し、事業活
動への投資、財務健全性などを総合的に判断しながら、
長期にわたって安定した配当を実施することを基本方針
としております。
　内部留保資金の使途につきまして、企業規模の拡大に
より経営基盤の確立を図るために必要な設備投資資金に
充当しつつ、経営体質の充実強化を図り、資本効率の向
上に努めてまいります。
　当事業年度は2024年11月６日に中間配当として１株
当たり50円を実施しており、期末配当50円と合わせて、
１株当たり100円の剰余金の配当を予定しております。
　なお、これにより、11年連続の増配となります。

株主総会参考書類
議案及び参考事項

　剰余金処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。

１．期末配当に関する事項
第48期の期末配当につきましては、当事業年度の業績並びに今後の事業展開等を勘案し、以下
のとおりといたしたいと存じます。

２．その他の剰余金の処分に関する事項
内部留保につきましては、将来の積極的な事業展開に備えた経営基盤の強化を図るため、以下
のとおりといたしたいと存じます。

<ご参考＞
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取締役選任議案

第２号議案 取締役13名選任の件

候補者
番　号

ふりがな

氏　名 地　位 担当及び重要な兼職の状況

１ 再 任 社 内
　

ひき

疋
 

　
だ

田
 

　
なお

直
た

太
ろう

郎 代表取締役社長
株式会社建デポ代表取締役会長
大阪エイチシー株式会社代表取締役社長
株式会社ホームインプルーブメントひろせ代表取締役会長

２ 再 任 社 内
　

か

加
 

　
とう

藤
 

　
たか

高
 

　
あき

明
常務取締役・
上席執行役員

情報戦略室長・
経営企画部・情報戦略室担当

３ 再 任 社 内
　

なり

成
 

　
た

田
 

　
ゆき

幸
 

　
お

夫
常務取締役・
上席執行役員

デジタル戦略室・人事部・システム企画部・経理
部・IR広報室担当

４ 再 任 社 内
　

くぼ

窪
 

　
やま

山
 

　
 

　
 

　
みつる

満
取締役・
上席執行役員

法人営業部・リフォーム営業部・開発部・物流部
担当

５ 再 任 社 内
　

こ

小
 

　
まつ

松
 

　
かず

和
 

　
き

城
取締役・
上席執行役員

営業企画推進部・HC営業部・EC営業部・PRO営業
部・販売促進部担当

６ 再 任 社 内
　

うら

浦
 

　
た

田
 

　
とし

俊
 

　
かず

一
取締役・
上席執行役員

財務部長・
お客様サポート部・品質保証部・財務部担当

７ 新 任 社 内
　

え

江
 

　
がわ

川
 

　
かつ

勝
 

　
ゆき

之 上席執行役員 商品統括部長

８ 新 任 社 内
　

ひき

疋
 

　
だ

田  
しゅう

 修   
ぞう

造 上席執行役員 株式会社ホームインプルーブメントひろせ専務取締役

９ 再 任 社 外
独立役員

　

た

田
 

　
ばた

端
 

　
 

　
 

　
あきら

晃 社外取締役
弁護士
エレコム株式会社社外監査役
株式会社関通社外取締役（監査等委員）

10 再 任 社 外
独立役員

　

かた

片
 

　
やま

山
 

　
ひろ

博
 

　
おみ

臣 社外取締役

11 再 任 社 外
独立役員

　

やま

山
 

　
なか

中
 

　
ち

千
 

　
か

佳 社外取締役 ピーコック魔法瓶工業株式会社代表取締役社長

12 再 任 社 外
独立役員

　

や ま

山
 

　
な か

中
 

　
 

　
 

　
まこと

諄 社外取締役

13 新 任 社 外
独立役員

　

おか

岡
 

　
だ

田
 

　
けん

賢
 

　
じ

二 伊藤忠エネクス株式会社取締役会長

　取締役全員11名は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、経営体制の強
化を図るため２名を増員し、取締役13名の選任をお願いいたしたいと存じます。
　取締役候補者は、次のとおりであります。
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取締役選任議案

候補者番号 ひ き

疋
 

　
だ

田
 

　
な お

直
た

太
ろ う

郎 （1956年10月９日生）
再 任
社 内

　

所有する当社株式の数 17,974百株

1 取締役会への出席状況
（出席回数/開催回数） 11回/11回

略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況
　

    1979年    4 月 当社入社
    1987年    4 月 取締役店舗運営部長
    1988年    4 月 株式会社泉北サービス代表取締役社長
    1989年    4 月 当社常務取締役事業本部長
    1991年    3 月 取締役副社長
    1993年    3 月 取締役副社長開発本部長
    1994年    7 月 取締役副社長経営企画室長
    1999年    12月 大阪エイチシー株式会社代表取締役社長（現任）
    2000年    11月 当社取締役副社長営業本部長（兼）海外商品部長
    2001年    12月 取締役副社長営業統轄
    2002年    5 月 代表取締役副社長営業統轄
    2006年    2 月 代表取締役副社長第２営業統轄
    2006年    5 月 代表取締役副社長第２営業統轄（兼）リフォーム事業部長
    2007年    9 月 コーナンロジスティックス株式会社代表取締役社長
    2008年    5 月 当社代表取締役副社長第２営業統轄
    2013年    11月 代表取締役社長（現任）
    2016年    5 月 堺中央綜合卸売市場株式会社代表取締役社長
    2017年    5 月 株式会社ビーバートザン代表取締役会長
    2018年    5 月 株式会社ホームインプルーブメントひろせ社外取締役
    2019年    6 月 株式会社建デポ代表取締役会長（現任）
    2023年    6 月 株式会社ホームインプルーブメントひろせ代表取締役会長（現任）

【取締役候補者とした理由】
　疋田直太郎氏は、取締役に就任以降これまで開発関係、管理関係、営業関係、商品関係の部門に携わり、代表取締役社長に就任以降は経営全
般を統括し、意思決定を行っております。
　同氏は、当社の経営全般に関する豊富な経験、実績と幅広い見識を有しており、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に寄与でき
ると判断し、取締役として選任をお願いするものであります。

8



2025/04/22 12:49:04 / 24174034_コーナン商事株式会社_招集通知_電子提供措置用

取締役選任議案

候補者番号 か

加
 

　
と う

藤
 

　
た か

高
 

　
あ き

明 （1961年２月15日生）
再 任
社 内
　

所有する当社株式の数 102百株

2 取締役会への出席状況
（出席回数/開催回数） 11回/11回

略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況
　

    1984年    4 月 株式会社住友銀行（現　株式会社三井住友銀行）入行
    2014年    5 月 当社出向　顧問

当社転籍　常務取締役・上席執行役員社長室長
    2015年    5 月 常務取締役・上席執行役員社長室長（兼）東日本担当
    2015年    10月 常務取締役・上席執行役員営業統括本部長（兼）HC営業本部長
    2017年    3 月 常務取締役・上席執行役員営業企画推進部・第１HC営業部・第２HC営業部・海外営業部・販売促進部担当
    2018年    1 月 常務取締役・上席執行役員営業企画推進部・法人営業部・第１HC営業部・第２HC営業部担当
    2019年    5 月 常務取締役・上席執行役員経営企画部・営業企画推進部・法人営業部・第１HC営業部・第２HC営業部担当
    2020年    5 月 常務取締役・上席執行役員経営企画部・営業企画推進部・第１HC営業部・第２HC営業部担当
    2022年    3 月 常務取締役・上席執行役員情報戦略室長・経営企画部担当
    2023年    ５月 常務取締役・上席執行役員情報戦略室長・経営企画部・情報戦略室担当（現任）

候補者番号 な り

成
 

　
た

田
 

　
ゆ き

幸
 

　
お

夫 （1955年６月６日生）
再 任
社 内
　

所有する当社株式の数 62百株

3 取締役会への出席状況
（出席回数/開催回数） 11回/11回

略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況
　

    1978年    4 月 株式会社紀陽銀行入行
    2016年    7 月 当社出向　執行役員特命担当
    2017年    1 月 執行役員お客様サービス室・品質保証室・特命担当
    2017年    3 月 執行役員お客様サービス部・品質保証部・特命担当
    2017年    5 月 取締役・上席執行役員お客様サービス部・品質保証部・店舗企画部・開発部・総務部担当
    2018年    1 月 取締役・上席執行役員お客様サービス部・品質保証部・店舗企画部・開発部担当
    2019年    1 月 取締役・上席執行役員お客様サービス部・品質保証部・開発部担当
    2020年    10月 取締役・上席執行役員人事部長・お客様サービス部・品質保証部・開発部担当
    2021年    5 月 常務取締役・上席執行役員経理部・財務部・システム部・IR広報室・お客様サービス部・品質保証部担当
    2021年    9 月 常務取締役・上席執行役員経理部・財務部・システム部・IR広報室・お客様サービス部・品質保証部・人事部担当
    2022年    ６月 常務取締役・上席執行役員経理部・システム部・IR広報室・人事部担当
    2022年    9 月 常務取締役・上席執行役員CX推進室・デジタル戦略室・人事部・システム企画部・経理部・IR広報室担当
    2025年    １月 常務取締役・上席執行役員デジタル戦略室・人事部・システム企画部・経理部・IR広報室担当（現任）

【取締役候補者とした理由】
　加藤高明氏は、取締役に就任以降これまで主に営業関係の部門に携わってまいりました。現在は情報戦略室長・経営企画部・情報戦略室担当
として、重要な業務執行及び経営の意思決定を行っております。
　同氏は、当社の事業・業務に関する豊富な経験、実績と幅広い見識を有しており、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に寄与で
きると判断し、取締役として選任をお願いするものであります。

【取締役候補者とした理由】
　成田幸夫氏は、取締役に就任以降これまで主に管理関係の部門に携わってまいりました。現在はデジタル戦略室・人事部・システム企画部・
経理部・IR広報室担当として、重要な業務執行及び経営の意思決定を行っております。
　同氏は、当社の事業・業務に関する豊富な経験、実績と幅広い見識を有しており、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に寄与で
きると判断し、取締役として選任をお願いするものであります。
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取締役選任議案

候補者番号 く ぼ

窪
 

　
や ま

山
 

　
 

　
 

　
みつる

満 （1974年10月15日生）
再 任
社 内
　

所有する当社株式の数 27百株

４ 取締役会への出席状況
（出席回数/開催回数） 11回/11回

略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況
　

    1998年    2 月 当社入社
    2015年    10月 開発部担当部長
    2017年    5 月 執行役員第二開発部長
    2019年    5 月 上席執行役員第二開発部長
    2020年    5 月 取締役・上席執行役員第二開発部長・法人営業部担当
    2021年    5 月 取締役・上席執行役員第二開発部長・開発部・法人営業部担当
    2022年    ９月 取締役・上席執行役員法人営業部・開発部・物流部担当
    2024年    ５月 取締役・上席執行役員法人営業部・リフォーム営業部・開発部・物流部担当（現任）

候補者番号 こ

小
 

 
 

 
ま つ

松
 

 
 

 
か ず

和
 

 
 

 
き

城 （1970年9月16日生）
再 任
社 内
　

所有する当社株式の数 21百株

５ 取締役会への出席状況
（出席回数/開催回数） 11回/11回

略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況
　

    2000年    9 月 当社入社
    2013年    8 月 商品第三部長
    2016年    5 月 執行役員商品部商品三部長
    2019年    1 月 執行役員商品流通部本部長
    2020年    5 月 上席執行役員商品流通部本部長
    2021年    5 月 取締役・上席執行役員商品流通部本部長
    2022年    ９月 取締役・上席執行役員営業企画推進部・HC営業部・PRO営業部担当
    2024年    ５月 取締役・上席執行役員営業企画推進部・HC営業部・EC営業部・PRO営業部・販売促進部担当（現任）

【取締役候補者とした理由】
　窪山満氏は、取締役に就任以降これまで主に店舗開発関係の部門に携わってまいりました。現在は法人営業部・リフォーム営業部・開発部・
物流部担当として、重要な業務執行及び経営の意思決定を行っております。
　同氏は、当社の事業・業務に関する豊富な経験、実績と幅広い見識を有しており、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に寄与で
きると判断し、取締役として選任をお願いするものであります。

【取締役候補者とした理由】
　小松和城氏は、取締役に就任以降これまで主に商品関係の部門に携わってまいりました。現在は営業企画推進部・HC営業部・EC営業部・
PRO営業部・販売促進部担当として、重要な業務執行及び経営の意思決定を行っております。
　同氏は、当社の事業・業務に関する豊富な経験、実績と幅広い見識を有しており、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に寄与で
きると判断し、取締役として選任をお願いするものであります。
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取締役選任議案

候補者番号 う ら

浦
 

 
 

 
た

田
 

 
 

 
と し

俊
 

 
 

 
か ず

一 （1963年3月17日生）
再 任
社 内
　

所有する当社株式の数 41百株

６ 取締役会への出席状況
（出席回数/開催回数） 11回/11回

略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況
　

    1998年    4 月 当社入社
    2015年    1 月 財務部長
    2016年    5 月 執行役員財務部長
    2019年    5 月 上席執行役員財務部長
    2022年    5 月 取締役・上席執行役員財務部長
    2022年    ６月 取締役・上席執行役員財務部長・お客様サービス部・品質保証部・財務部担当
    2022年    ９月 取締役・上席執行役員財務部長・お客様サポート部・品質保証部・財務部担当
    2023年    ５月 取締役・上席執行役員財務部長・品質保証部・財務部担当
    2024年    ５月 取締役・上席執行役員財務部長・お客様サポート部・品質保証部・財務部担当（現任）

候補者番号 え

江
 

 
 

 
が わ

川
 

 
 

 
か つ

勝
 

 
 

 
ゆ き

之 （1972年2月18日生）
新 任
社 内
　

所有する当社株式の数 ５百株

７ 取締役会への出席状況
（出席回数/開催回数） －

略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況
　

    1995年    ３月 当社入社
    2010年    ５月 商品第二部長
    2012年    ５月 執行役員商品第二部長
    2014年    ４月 執行役員商品第四部長
    2015年    １月 執行役員在庫管理部長
    2018年    １月 執行役員経営企画部長
    2021年    ５月 上席執行役員経営企画部長
    2025年    １月 上席執行役員商品統括部長（現任）

【取締役候補者とした理由】
　浦田俊一氏は、当社入社以降これまで主に財務関係の部門に携わってまいりました。現在は財務部長・お客様サポート部・品質保証部・財務
部担当として、重要な業務執行及び経営の意思決定を行っております。
　同氏は、当社の事業・業務に関する豊富な経験、実績と幅広い見識を有しており、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に寄与で
きると判断し、取締役として選任をお願いするものであります。

【取締役候補者とした理由】
　江川勝之氏は、当社入社以降これまで主に商品関係、経営企画関係の部門に携わってまいりました。現在は商品統括部長として、重要な業務
執行を行っております。
　同氏は、当社の事業・業務に関する豊富な経験、実績と幅広い見識を有しており、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に寄与で
きると判断し、取締役として選任をお願いするものであります。
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取締役選任議案

候補者番号 ひ き

疋
 

 
 

 
だ

田
 

 
 

 
しゅう

修
 

 
 

 
ぞ う

造 （1989年11月28日生）
新 任
社 内
　

所有する当社株式の数 －

８ 取締役会への出席状況
（出席回数/開催回数） －

略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況
　

    2012年    ４月 アイリスオーヤマ株式会社入社
    2018年    ９月 株式会社ビーバートザン入社
    2019年    ５月 同社執行役員
    2020年    ４月 株式会社ホームインプルーブメントひろせ入社
    2020年    ８月 同社取締役
    2023年    ６月 同社専務取締役（現任）
    2024年    ５月 当社入社　上席執行役員（現任）

候補者番号 た

田
 

　
ば た

端
 

　
 

　
あきら

晃 （1959年３月21日生）
再 任 社 外

独立役員
　

所有する当社株式の数 －

９ 取締役会への出席状況
（出席回数/開催回数） 10回/11回

略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況
　

    1992年    4 月 弁護士登録
大江橋法律事務所（現　弁護士法人大江橋法律事務所）入所

    1998年    4 月 田端晃弁護士事務所（現　弁護士法人田端綜合法律事務所）開業（現任）
    2000年    6 月 エレコム株式会社社外監査役（現任）
    2010年    9 月 株式会社ECC社外監査役
    2014年    5 月 当社社外取締役（現任）
    2019年    10月 株式会社関通社外取締役（監査等委員）（現任）

【取締役候補者とした理由】
　疋田修造氏は、当社子会社である株式会社ビーバートザンの執行役員、株式会社ホームインプルーブメントひろせの専務取締役を歴任するな
ど、グループ会社の重要な業務執行及び経営の意思決定に携わってまいりました。現在は当社上席執行役員として重要な業務執行を行っており
ます。
　同氏は、小売業全般に関する豊富な経験、実績と幅広い見識を有しており、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に寄与できると
判断し、取締役として選任をお願いするものであります。

【社外取締役候補者とした理由及び職務を適切に遂行できると判断した理由並びに期待される役割の概要】
　田端晃氏は、弁護士として、企業の法務に関する豊富な経験、実績と幅広い見識を有しており、また、業務執行を行う経営陣から独立した客
観的な立場にあることから、当社経営に資するところが大きいと判断し、社外取締役として選任をお願いするものであります。なお、同氏は過
去に社外取締役又は社外監査役となること以外の方法で直接会社経営に関与された経験はありませんが、上記の理由により社外取締役としての
職務を適切に遂行いただけるものと判断いたしました。同氏が再任された場合は、専門的な観点から当社経営に対する監督、助言等をいただく
ことを期待しております。
【独立性に関する事項】
　同氏は、当社の定める社外役員の独立性判断基準を満たしており、独立性を有しております。同氏は、エレコム株式会社の社外監査役であ
り、当社と同社との間には商品の仕入取引がありますが、その取引高は、当社及び同社のいずれから見てもそれぞれの売上高の１％未満であ
り、同氏の独立性に問題ないものと判断しております。なお、当社は、同氏を一般株主と利益相反が生じるおそれがない独立役員として、東京
証券取引所に届け出ており、同氏の再任が承認された場合、当該届け出を継続する予定であります。
【社外取締役としての在任期間】
　当社の社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって11年となります。
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取締役選任議案

候補者番号 か た

片
 

 
 

 
や ま

山
 

 
 

 
ひ ろ

博
 

 
 

 
お み

臣 （1947年１月４日生）
再 任 社 外

独立役員
　

所有する当社株式の数 －

10 取締役会への出席状況
（出席回数/開催回数） 10回/11回

略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況
　

    1972年    2 月 株式会社紀陽銀行入行
    1997年    6 月 同行取締役
    2001年    5 月 同行常務取締役
    2002年    4 月 同行代表取締役頭取
    2015年    6 月 同行代表取締役会長
    2020年    6 月 同行代表取締役会長退任
    2021年    5 月 当社社外取締役（現任）

候補者番号 や ま

山
 

 
 

 
な か

中
 

 
 

 
ち

千
 

 
 

 
か

佳 （1966年6月21日生）
再 任 社 外

独立役員
　

所有する当社株式の数 －

11 取締役会への出席状況
（出席回数/開催回数） 10回/11回

略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況
　

    2006年    3 月 ピーコック魔法瓶工業株式会社入社
    2007年    5 月 同社経理部部長
    2008年    5 月 同社取締役
    2012年    5 月 同社常務取締役
    2015年    5 月 同社代表取締役社長（現任）
    2022年    5 月 当社社外取締役（現任）

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　片山博臣氏は、株式会社紀陽銀行の代表取締役会長を歴任するなど、企業の経営に関する豊富な経験、実績と幅広い見識を有しており、ま
た、業務執行を行う経営陣から独立した客観的な立場にあることから、当社経営に資するところが大きいと判断し、社外取締役として選任をお
願いするものであります。同氏が再任された場合は、当該知見を活かして当社経営に対する監督、助言等をいただくことを期待しております。
また、同氏が再任された場合は、指名・報酬委員会委員として当社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定に対し、客観的・中立的立場で関与
いただく予定です。
【独立性に関する事項】
　同氏は、当社の定める社外役員の独立性判断基準を満たしており、独立性を有しております。同氏は、当社の借入先である株式会社紀陽銀行
の元代表取締役会長ですが、同行からの借入は借入金全体の10分の1以下であり、同氏の独立性に問題ないものと判断しております。なお、当
社は、同氏を一般株主と利益相反が生じるおそれがない独立役員として、東京証券取引所に届け出ており、同氏の再任が承認された場合、当該
届け出を継続する予定であります。
【社外取締役としての在任期間】
　当社の社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって４年となります。

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　山中千佳氏は、マグボトル、電気ポット等を製造し、日本全国に販売を行うピーコック魔法瓶工業株式会社の代表取締役社長であります。同
氏は、製造業経営者としての豊富な経験、実績と幅広い見識を有しており、また、業務執行を行う経営陣から独立した客観的な立場にあること
から、当社経営に資するところが大きいと判断し、社外取締役として選任をお願いするものであります。同氏が再任された場合は、当該知見を
活かして当社経営に対する監督、助言等をいただくことを期待しております。また、同氏が再任された場合は、指名・報酬委員会委員として当
社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定に対し、客観的・中立的立場で関与いただく予定です。
【独立性に関する事項】
　同氏は、当社の定める社外役員の独立性判断基準を満たしており、独立性を有しております。同氏はピーコック魔法瓶工業株式会社の代表取
締役社長であり、当社は同社との間に商品仕入れの取引がありますが、その取引高は、同社売上高の４%未満、当社連結売上高の0.1％未満であ
り、同氏の独立性に問題ないものと判断しております。なお、当社は、同氏を一般株主と利益相反が生じるおそれがない独立役員として、東京
証券取引所に届け出ており、同氏の再任が承認された場合、当該届け出を継続する予定であります。
【社外取締役としての在任期間】
　当社の社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって３年となります。
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取締役選任議案

候補者番号 や ま

山
 

　
な か

中
 

　
 

　
まこと

諄 （1943年２月１日生）
再 任 社 外

独立役員
　

所有する当社株式の数 －

12 取締役会への出席状況
（出席回数/開催回数） 11回/11回

略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況
　

    1965年    ４月 南海電気鉄道株式会社入社
    1995年    ６月 同社取締役
    1997年    ６月 同社常務取締役
    2001年    ６月 同社代表取締役社長
    2007年    ６月 同社代表取締役会長兼CEO
    2015年    ６月 同社取締役会長
    2017年    ６月 同社取締役相談役
    2019年    ６月 同社特別顧問
    2023年    ４月 同社名誉顧問（現任）
    2023年    ５月 当社社外取締役（現任）

候補者番号 お か

岡
 

 
 

 
だ

田
 

 
 

 
け ん

賢
 

 
 

 
じ

二 （1951年３月23日生）
新 任 社 外

独立役員
　

所有する当社株式の数 －

13 取締役会への出席状況
（出席回数/開催回数） －

略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況
　

    1974年    ４月 伊藤忠商事株式会社入社
    2008年    ４月 同社常務執行役員 金融・不動産・保険・物流カンパニー プレジデント
    2008年    ６月 同社代表取締役常務取締役
    2012年    ６月 伊藤忠エネクス株式会社代表取締役社長
    2023年    ４月 同社代表取締役会長
    2024年    ４月 同社取締役会長（現任）　（2025年６月退任予定）

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　山中諄氏は、南海電気鉄道株式会社の代表取締役会長を歴任するなど、企業の経営に関する豊富な経験、実績と幅広い見識を有しており、ま
た、業務執行を行う経営陣から独立した客観的な立場にあることから、当社経営に資するところが大きいと判断し、社外取締役として選任をお
願いするものであります。同氏が再任された場合は、当該知見を活かして当社経営に対する監督、助言等をいただくことを期待しております。
また、同氏が再任された場合は、指名・報酬委員会委員として当社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定に対し、客観的・中立的立場で関与
いただく予定です。
【独立性に関する事項】
　同氏は、当社の定める社外役員の独立性判断基準を満たしており、独立性を有しております。なお、当社は、同氏を一般株主と利益相反が生
じるおそれがない独立役員として、東京証券取引所に届け出ており、同氏の再任が承認された場合、当該届け出を継続する予定であります。
【社外取締役としての在任期間】
　当社の社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって２年となります。

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　岡田賢二氏は、伊藤忠エネクス株式会社の代表取締役会長を歴任するなど、企業の経営に関する豊富な経験、実績と幅広い見識を有してお
り、また、業務執行を行う経営陣から独立した客観的な立場にあることから、当社経営に資するところが大きいと判断し、社外取締役として選
任をお願いするものであります。同氏が選任された場合は、当該知見を活かして当社経営に対する監督、助言等をいただくことを期待しており
ます。
【独立性に関する事項】
　同氏は、当社の定める社外役員の独立性判断基準を満たしており、独立性を有しております。同氏は伊藤忠エネクス株式会社の取締役会長で
あり、当社は同社との間に不動産賃貸借の取引がありますが、その取引高は、当社及び同社のいずれから見てもそれぞれの売上高の１%未満で
あり、同氏の独立性に問題ないものと判断しております。同氏の選任が承認された場合は、同氏を一般株主と利益相反が生じるおそれがない独
立役員として、東京証券取引所に届け出る予定であります。
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取締役選任議案

（注）１. 各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２. 田端晃氏、片山博臣氏、山中千佳氏、山中諄氏及び岡田賢二氏は、社外取締役候補者であります。
３. 田端晃氏、片山博臣氏、山中千佳氏及び山中諄氏と当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償

責任を限定する契約を締結しており、各氏の再任が承認された場合、当該契約を継続する予定であります。当該契約に基づく損害賠
償責任の限度額は、法令が規定する額としております。

４. 岡田賢二氏の選任が承認された場合、当社は、同氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償
責任を限定する契約を締結する予定であります。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する額といたします。

５. 当社は、役員が職務の遂行にあたり、期待される役割を十分に発揮できるようにするとともに、有用な人材を迎えることができるよ
う、取締役全員を被保険者として、会社法第430条の３に規定する役員等賠償責任保険（D&O保険）契約を締結しており、本議案が
原案どおり承認され、各候補者が取締役に選任された場合には、当該保険契約の被保険者となります。当該保険契約では、被保険者
である役員等がその職務の執行に関し責任を負うこと、又は、当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損
害について填補することとされています。但し、法令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害は填補され
ないなど、一定の免責事由があります。なお、各氏の任期途中である2025年７月25日に当該保険契約を更新する予定であります。
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監査役選任議案

第３号議案 監査役３名選任の件

候補者番号
さかき

榊
 

　
え だ

枝
 

　
 

　
まもる

守 （1954年2月18日生） 新 任 社 内

　

所有する当社株式の数 65百株

１
取締役会への出席状況
（出席回数/開催回数） －

監査役会への出席状況
（出席回数/開催回数） －

略歴、当社における地位及び重要な兼職の状況
　

    2005年    ２月 当社入社
    2010年    ５月 執行役員商品企画部長
    2011年    ５月 取締役・上席執行役員商品企画部長
    2013年    12月 取締役・上席執行役員人事総務本部長
    2014年    ５月 取締役・上席執行役員人事総務システム部長
    2015年    １月 常務取締役・上席執行役員商品本部長
    2015年    ５月 常務取締役・上席執行役員商品本部長（兼）品質保証室長
    2016年    ９月 常務取締役・上席執行役員商品本部長（兼）商品企画開発部長
    2017年    ３月 常務取締役・上席執行役員商品部・既存店対策部担当
    2017年    ５月 株式会社ビーバートザン代表取締役社長
    2019年    ４月 当社常務取締役・上席執行役員グループ管理部担当
    2020年    １月 常務取締役・上席執行役員
    2023年    ５月 常務取締役・上席執行役員内部監査部・お客様サポート部・海外営業部担当
    2024年    ５月 当社シニアアドバイザー（現任）

　監査役小倉健之亮氏、藤本光二氏の２名は、本総会終結の時をもって任期満了となります。また、
監査役田上計美氏は2024年９月17日付で辞任により退任いたしました。つきましては、監査体制の
充実・強化を図るため監査役３名の選任をお願いいたしたいと存じます。なお、本議案に関しまして
は、監査役会の同意を得ております。
　監査役候補者は、次のとおりであります。

【監査役候補者とした理由】
　榊枝守氏は、常務取締役をはじめ長年にわたり要職を歴任するなど、当社全般、主として商品関係、品質保証関係、人事総務関係の部門に関
する豊富な経験・識見を有しており、それらを監査役として当社の監査に活かしていただきたいためであります。
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監査役選任議案

候補者番号
お

小
ぐ ら

倉
 

　
け ん

健
の

之
す け

亮 （1947年１月20日生）
再 任 社 外

独立役員
　

所有する当社株式の数 －

２
取締役会への出席状況
（出席回数/開催回数） 11回/11回

監査役会への出席状況
（出席回数/開催回数） 11回/11回

略歴、当社における地位及び重要な兼職の状況
　

    1970年    ４月 鐘淵化学工業株式会社（現　株式会社カネカ）入社
    2008年    ６月 同社常務執行役員
    2009年    ６月 同社専務執行役員
    2010年    ６月 セメダイン株式会社専務取締役
    2012年    ６月 同社顧問
    2017年    ５月 当社社外監査役（現任）

候補者番号
ふ じ

藤
 

 
 

 
も と

本
 

 
 

 
こ う

光
 

 
 

 
じ

二 （1976年５月21日生）
再 任 社 外

独立役員
　

所有する当社株式の数 －

３
取締役会への出席状況
（出席回数/開催回数） 11回/11回

監査役会への出席状況
（出席回数/開催回数） 11回/11回

略歴、当社における地位及び重要な兼職の状況
　

    1999年    10月 中央監査法人入所
    2006年    ９月 中央青山監査法人退所、公認会計士事務所設立
    2013年    ８月 藤本光二税理士事務所開設
    2017年    ６月 兼松エレクトロニクス株式会社社外取締役（監査等委員）
    2020年    ４月 税理士法人藤本会計事務所設立　代表（現任）
    2020年    12月 プラス ロジスティクス株式会社社外監査役（現任）
    2021年    ５月 当社社外監査役（現任）

【社外監査役候補者とした理由】
　小倉健之亮氏は、業務執行を行う経営陣から独立した客観的な立場にあり、企業経営における幅広い経験と高い見識に基づく監査機能の発揮
が期待できることから、それらを社外監査役として当社の監査に活かしていただきたいためであります。
【独立性に関する事項】
　同氏は、当社の定める社外役員の独立性判断基準を満たしており、独立性を有しております。なお、当社は、同氏を一般株主と利益相反が生
じるおそれがない独立役員として、東京証券取引所に届け出ており、同氏の再任が承認された場合、当該届け出を継続する予定であります。
【監査役としての在任期間】
　当社の監査役としての在任期間は、本総会終結の時をもって８年となります。

【社外監査役候補者とした理由】
　藤本光二氏は、公認会計士・税理士としての専門的な知識と幅広い経験を有しており、それらを社外監査役として当社の監査に活かしていた
だきたいためであります。
【独立性に関する事項】
　同氏は、当社の定める社外役員の独立性判断基準を満たしており、独立性を有しております。同氏は、プラス ロジスティクス株式会社の社外
監査役でありますが、当社と同社との間には特別な関係はありません。なお、当社は、同氏を一般株主と利益相反が生じるおそれがない独立役
員として、東京証券取引所に届け出ており、同氏の再任が承認された場合、当該届け出を継続する予定であります。
【監査役としての在任期間】
　当社の監査役としての在任期間は、本総会終結の時をもって４年となります。
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監査役選任議案

（注）１. 各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２. 小倉健之亮氏及び藤本光二氏は、社外監査役候補者であります。
３. 小倉健之亮氏及び藤本光二氏と当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約

を締結しており、両氏の再任が承認された場合、当該契約を継続する予定であります。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、
法令が規定する額としております。

４. 当社は、役員が職務の遂行にあたり、期待される役割を十分に発揮できるようにするとともに、有用な人材を迎えることができるよ
う、監査役全員を被保険者として、会社法第430条の３に規定する役員等賠償責任保険（D&O保険）契約を締結しており、本議案が
原案どおり承認され、各候補者が監査役に選任された場合には、当該保険契約の被保険者となります。当該保険契約では、被保険者
である役員等がその職務の執行に関し責任を負うこと、又は、当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損
害について填補することとされています。但し、法令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害は填補され
ないなど、一定の免責事由があります。なお、各氏の任期途中である2025年７月25日に当該保険契約を更新する予定であります。
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（参考）社外役員の独立性判断基準

氏　名
当社が取締役及び監査役に期待する知見・経験

企業経営
・

経営戦略
出店戦略

商品戦略
・

価格戦略
人財経営 物流 海外事業 IT・DX

財務・
税務・
法務

内部統制
・ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ

取

締

役

ひ き

疋
 

　
だ

田
 

　
な お

直
た

太
ろ う

郎 再 任
　

● ● ● ● ●
か

加
 

　
と う

藤
 

　
た か

高
 

　
あ き

明 再 任
　

● ● ● ●
な り

成
 

　
た

田
 

　
ゆ き

幸
 

　
お

夫 再 任
　

● ● ● ●
く ぼ

窪
 

　
や ま

山
 

　
 

　
 

　
みつる

満 再 任
　

● ● ● ●
こ

小
 

　
ま つ

松
 

　
か ず

和
 

　
き

城 再 任
　

● ● ● ●
う ら

浦
 

　
た

田
 

　
と し

俊
 

　
か ず

一 再 任
　

● ● ● ●
え

江
 

　
が わ

川
 

　
か つ

勝
 

　
ゆ き

之 新 任
　

● ● ● ●
ひ き

疋
 

　
だ

田  
しゅう

 修   
ぞ う

造 新 任
　

● ● ● ●

た

田
 

　
ば た

端
 

　
 

　
 

　
あきら

晃
再 任

社 外・独 立
　

● ● ● ●

か た

片
 

　
や ま

山
 

　
ひ ろ

博
 

　
お み

臣
再 任

社 外・独 立
　

● ● ● ● ●

や ま

山
 

　
な か

中
 

　
ち

千
 

　
か

佳
再 任

社 外・独 立
　

● ● ● ●

や ま

山
 

　
な か

中
 

　
 

　
 

　
まこと

諄
再 任

社 外・独 立
　

● ● ● ●

おか

岡
 

　
だ

田
 

　
けん

賢
 

　
じ

二
新 任

社 外・独 立
　

● ● ● ●

監

査

役

の

野
 

　
む ら

村
 

　
あ き

明
 

　
ひ ろ

弘 社 内
　

● ● ● ●
さかき

榊
 

　
え だ

枝
 

　
 

　
 

　
まもる

守 新 任
　

● ● ● ● ●

お

小
 

　
ぐ ら

倉
 

　
け ん

健
の

之
す け

亮
再 任

社 外・独 立
　

● ● ● ●

ふ じ

藤
 

　
も と

本
 

　
こ う

光
 

　
じ

二
再 任

社 外・独 立
　

● ● ● ●

ま つ

松
 

　
か わ

川
 

　
な

奈
 

　
お

央 社 外・独 立
　

● ● ● ●

（参考）当社が取締役及び監査役に期待する知見・経験（本総会終結後の経営体制）
　各取締役及び各監査役が保有するスキル等のうち、主なもの最大５つに●印を付けております。
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（参考）社外役員の独立性判断基準

（参考）社外役員の独立性判断基準
　当社において、社外取締役及び社外監査役が独立性を有すると判断するには、当該社外取締役及び社外監査役
が、以下のいずれにも該当する者であってはならない。

１．当社及び当社の子会社の業務執行取締役等
（１）最近10年間において、当社及び当社の子会社の業務執行取締役又は使用人であった者
（２）最近10年間において、当社及び当社の子会社の業務執行取締役又は重要な使用人であった者の配偶者

又は二親等内の親族（以下「近親者」という。）
２．主要株主の業務執行取締役等
（１）最近５年間において、当社の個人主要株主であった者（議決権所有割合10%以上の株主。）又はその近

親者
（２）最近５年間において、当社の法人主要株主の業務執行取締役又は重要な使用人であった者若しくはその

近親者
（３）当社が主要株主である会社の業務執行取締役又は重要な使用人（当該会社に他に支配株主がいる場合を

除く。）
３．主要な取引先の業務執行取締役等
（１）最近３年間において、当社を主要な取引先としていた会社の業務執行取締役又は重要な使用人であった

者若しくはその近親者
（２）最近３年間において、当社の主要な取引先であった会社の業務執行取締役又は重要な使用人であった者

若しくはその近親者
（３）最近３年間において、当社の主要な取引金融機関（資金調達において必要不可欠であり、代替性がない

程度に依存している金融機関。）に所属していた者又はその近親者
（４）最近３年間において、当社の会計監査人である監査法人に所属していた者又はその近親者
（５）最近３年間において、役員報酬以外に、当社から多額の金銭その他の財産上の利益を得ていたコンサル

タント、会計専門家又は法律専門家（年間１千万円以上の支払いを、当社から受けた者。）若しくはそ
の近親者
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役員賞与支給議案

第４号議案　役員賞与支給の件

　当事業年度の業績等を勘案して、当事業年度末時点の取締役11名のうち社外取締役を除く取締役
６名に対し、総額180百万円の役員賞与を支給したいと存じます。なお、各取締役に対する支給時期
及び配分につきましては、取締役会の決議にご一任願いたいと存じます。また、当社の取締役の個人
別の報酬等の内容の決定に関する方針は「事業報告　４ 会社役員の状況　（４）役員報酬等の内容
の決定に関する方針」に記載のとおりでありますが、本議案は、当該方針に従って、会社業績や各取
締役の担当部門の実績等を総合的に勘案しつつ、指名・報酬委員会の審議を経て取締役会で決定して
おり、相当であると判断しております。
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監査役報酬額改定議案

第５号議案　監査役の報酬額改定の件

　当社の監査役の報酬額は、2017年５月25日開催の第40期定時株主総会において、年額36百万円
以内とご承認いただき今日に至っておりますが、その後の社会情勢の変化など諸般の事情を考慮いた
しまして、監査役の報酬額を年額50百万円以内と改めさせていただきたいと存じます。
　本議案は、当社の事業規模、役員報酬体系やその支給水準、現在の役員の員数及び今後の動向等を
総合的に勘案しつつ、指名・報酬委員会の審議を経て取締役会で決定しており、相当であるものと判
断しております。
　なお、現在の監査役は４名（うち社外監査役３名）でありますが、第３号議案が原案どおり承認可
決されますと、監査役は５名（うち社外監査役３名）となります。

以上
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当事業年度の事業の状況

事業報告 （2024年３月１日から2025年２月28日まで）

営業収益
　

経常利益
　

親会社株主に帰属する当期純利益
　

501,403百万円
　

23,306百万円
　

14,210百万円
　

前期比 6.1%増
　

前期比 3.1%増　
前期比 1.1%増　

■１  企業集団の現況
（1）当事業年度の事業の状況

① 事業の経過及び成果

当連結会計年度における我が国経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド需要の回復等により景気
の回復基調が続きました。一方で、中東情勢の悪化やウクライナ侵攻の長期化などの地政学的リスクの高
まりや各国の金融引き締め等により、景気後退への警戒感が強まる局面がありました。

当社グループが主に事業展開している小売業界においても、物価上昇に伴う消費行動の変化や、原材料
費・物流費・光熱費・人件費などのコスト上昇の影響を受け、先行き不透明な経営環境が継続しておりま
す。

このような環境の中で、当社グループは、2021年４月に公表した「第３次中期経営計画～ずっと大好
きや！！コーナン～これからもあなたにぴったり」の計画達成に向け各種施策に取り組んでまいりまし
た。

店舗拡充の分野では、当連結会計年度においてグループ全体で43店舗の出店及び２店舗の閉店を実施
しました。これにより、当連結会計年度末の当社グループの店舗数は636店舗となりました。

なお、KOHNAN VIETNAM CO., LTD.の当事業年度は、2024年１月１日から2024年12月31日まで
であるため、当連結会計年度末現在の店舗数は、2024年12月31日現在の店舗数を表示しております。

これらの結果、当連結会計年度の営業収益は501,403百万円（前期比6.1％増）、売上総利益は
179,458百万円（前期比5.1％増）、販売費及び一般管理費は171,567百万円（前期比5.2％増）、営業
利益は25,001百万円（前期比3.8％増）、経常利益は23,306百万円（前期比3.1％増）、親会社株主に
帰属する当期純利益は14,210百万円（前期比1.1％増）となりました。
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当事業年度の事業の状況

前期末
店舗数 出店 閉店 当期末

店舗数

コーナン商事株式会社 470 33 △1 502

株式会社建デポ
（うち、FC店）

80
(3)

9
(－)

△1
(－)

88
(3)

株式会社ホームインプルーブメントひろせ 32 1 － 33

国内計
（うち、FC店）

582
(3)

43
(－)

△2
(－)

623
(3)

KOHNAN VIETNAM CO., LTD. 13 － － 13

合計
（うち、FC店）

595
(3)

43
(－)

△2
(－)

636
(3)

② 設備投資の状況
　当連結会計年度における設備投資の総額は24,290百万円、テナントからの受入保証金等659百万円を除
外した実質投資額は23,630百万円であります。
　当連結会計年度設備投資のうち、主なものは次のとおりであります。
店舗数の増減（単位：店）

（注）KOHNAN VIETNAM CO., LTD.の当事業年度は、2024年１月１日から2024年12月31日までであるた
め、当連結会計年度末現在の店舗数は、2024年12月31日現在の店舗数を表示しております。

③ 資金調達の状況
　当連結会計年度中の設備資金は借入金、テナントからの受入保証金及び自己資金により賄っております。
　当連結会計年度において株式会社みずほ銀行、株式会社三井住友銀行をアレンジャーとしたシンジケート
ローン（参加26社）計15,000百万円の契約をしました。

④ 重要な組織再編等の状況
　該当事項はありません。
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直前３事業年度の財産及び損益の状況

441,222

第45期
（2022年2月期）

439,024

第46期
（2023年2月期）

472,655

第47期
（2024年2月期）

501,403

第48期
（2025年2月期）

（単位：百万円）営業収益

24,206

第45期
（2022年2月期）

20,732

第46期
（2023年2月期）

22,598

第47期
（2024年2月期）

23,306

第48期
（2025年2月期）

（単位：百万円）経常利益

15,590

第45期
（2022年2月期）

13,235

第46期
（2023年2月期）

14,054

第47期
（2024年2月期）

14,210

第48期
（2025年2月期）

（単位：百万円）親会社株主に帰属する当期純利益

398,076

142,444

第45期
（2022年2月期）

419,249

149,555

第46期
（2023年2月期）

458,557

157,257

第47期
（2024年2月期）

479,006

165,792

第48期
（2025年2月期）

（単位：百万円）総資産/純資産
■総資産　■純資産

489.30

第45期
（2022年2月期）

431.11

第46期
（2023年2月期）

473.90

第47期
（2024年2月期）

492.53

第48期
（2025年2月期）

（単位：円）１株当たり当期純利益

4,531.40

第45期
（2022年2月期）

4,917.97

第46期
（2023年2月期）

5,354.43

第47期
（2024年2月期）

5,781.90

第48期
（2025年2月期）

（単位：円）１株当たり純資産額

第45期
（2022年２月期）

第46期
（2023年２月期）

第47期
（2024年２月期）

第48期
（当連結会計年度）
（2025年２月期）

営業収益 （百万円） 441,222 439,024 472,655 501,403
経常利益 （百万円） 24,206 20,732 22,598 23,306
親会社株主に帰属する当期純利益 （百万円） 15,590 13,235 14,054 14,210
１株当たり当期純利益 （円） 489.30 431.11 473.90 492.53
総資産 （百万円） 398,076 419,249 458,557 479,006
純資産 （百万円） 142,444 149,555 157,257 165,792
１株当たり純資産額 （円） 4,531.40 4,917.97 5,354.43 5,781.90

（2）直前３事業年度の財産及び損益の状況
① 企業集団の財産及び損益の状況

（注）１. 営業収益は、売上高と営業収入の合計額であります。
２. 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第46期の期首から適用しております。
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直前３事業年度の財産及び損益の状況

395,357

第45期
（2022年2月期）

388,941

第46期
（2023年2月期）

408,178

第47期
（2024年2月期）

428,041

第48期
（2025年2月期）

（単位：百万円）営業収益

23,774

第45期
（2022年2月期）

19,384

第46期
（2023年2月期）

21,295

第47期
（2024年2月期）

21,624

第48期
（2025年2月期）

（単位：百万円）経常利益

15,423

第45期
（2022年2月期）

12,280

第46期
（2023年2月期）

14,525

第47期
（2024年2月期）

13,523

第48期
（2025年2月期）

（単位：百万円）当期純利益

379,973

141,800

第45期
（2022年2月期）

399,930

147,708

第46期
（2023年2月期）

425,054

156,774

第47期
（2024年2月期）

442,732

164,404

第48期
（2025年2月期）

（単位：百万円）総資産/純資産
■総資産　■純資産

484.05

第45期
（2022年2月期）

400.00

第46期
（2023年2月期）

486.83

第47期
（2024年2月期）

464.87

第48期
（2025年2月期）

（単位：円）１株当たり当期純利益

4,510.92

第45期
（2022年2月期）

4,857.23

第46期
（2023年2月期）

5,295.09

第47期
（2024年2月期）

5,686.32

第48期
（2025年2月期）

（単位：円）１株当たり純資産額

第45期
（2022年２月期）

第46期
（2023年２月期）

第47期
（2024年２月期）

第48期
（当事業年度）

（2025年２月期）

営業収益 （百万円） 395,357 388,941 408,178 428,041
経常利益 （百万円） 23,774 19,384 21,295 21,624
当期純利益 （百万円） 15,423 12,280 14,525 13,523
１株当たり当期純利益 （円） 484.05 400.00 486.83 464.87
総資産 （百万円） 379,973 399,930 425,054 442,732
純資産 （百万円） 141,800 147,708 156,774 164,404
１株当たり純資産額 （円） 4,510.92 4,857.23 5,295.09 5,686.32

② 当社の財産及び損益の状況

３. 当社は、執行役員インセンティブプラン「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」、従業員インセンティブプラン「株式給付信託(Ｊ－Ｅ
ＳＯＰ)」及び「株式給付信託(従業員持株会処分型)」を導入しております。株主資本において自己株式として計上されている信
託に残存する自社の株式は、1株当たり当期純利益を算定するための普通株式の期中平均株式数について、当該株式給付信託が
所有する当社株式の数を控除しております。また、１株当たり純資産額を算定するための期末発行済株式総数から、当該株式給
付信託が所有する当社株式の数を控除しております。なお、「株式給付信託(従業員持株会処分型)」は2023年11月をもって終
了しております。
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重要な子会社の状況、対処すべき課題、主要な事業内容

会社名 資本金 当社の議決権比率 事業内容

KOHNAN VIETNAM CO., LTD. 22,700千米ドル 100.0% ホームセンター事業

株式会社建デポ 100百万円 100.0% 建築資材卸売事業

株式会社ホームインプルーブメ
ントひろせ 30百万円 100.0% 住宅関連用品及び食品

の小売事業

（3）重要な子会社の状況

（4）対処すべき課題
① コンプライアンス

　当社グループは、事業活動を展開するにあたり、法令及び定款等を遵守することが経営の最重要課題の一
つと認識しております。
（法令遵守の徹底と内部管理体制の強化）
　当社グループでは、「企業倫理や法令・社会的ルールを遵守し、誠実かつ公正な企業活動を行うこと」を
企業行動指針の中で定めております。これを実現するため、今後とも組織体制や社内規程の見直しを適宜行
うとともに、継続的な教育研修等を通じて、コンプライアンス意識の周知・徹底、内部管理体制の強化に努
めてまいります。

② 中期経営計画
　当社グループは、2025年４月に「第４次中期経営計画」を公表しました。
　当中期経営計画の最終年度目標は以下のとおりであり、売上規模の拡大と高収益を継続して追求するとと
もに、財務体質も更に強化してまいります。

・売上高 5,600億円
・営業利益 290億円
・親会社株主に帰属する当期純利益 165億円

　当中期目標達成のために、全ての経営活動を『お客様視点』へ転換させ、７つの重点戦略と「ESG経営」
「財務経営」に取り組んでまいります。
（重点戦略①：出店戦略）

　当社グループは、強みであるPRO業態を中心に注力エリア・ドミナント強化エリアに積極出店すること
で、お客様ともっと出会う場所を創出します。

（重点戦略②：商品・価格戦略）
　当社グループは、お客様に一層支持されるPB商品の開発を強化します。お客様と共創する仕組みづく
りとそのための商販宣の一体化を推進します。
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重要な子会社の状況、対処すべき課題、主要な事業内容

（重点戦略③：EC×店舗戦略）
　当社グループは、お客様の更なる利便性を追求し、e-shopや法人・リフォームサイトを強化するとと
もに、ECを起点とした来店促進（店舗送客）を進めます。

（重点戦略④：ファン化戦略）
　当社グループは、自社アプリ会員数の拡大等を通じてサービス提供を強化し、お客様の次なる期待に応
えていきます。

（重点戦略⑤：物流戦略）
　当社グループは、物流業務の効率化・省人化と、出店拠点に呼応した物流拠点の確保により、お客様に
喜ばれる安定した配送に努めます。

（重点戦略⑥：オペレーション戦略）
　当社グループは、人手不足や高齢化が進む社会環境下、お客様へのサービス水準をより高めるため、本
部・店舗の業務効率化・高度化を進めます。

（重点戦略⑦：人財経営）
　当社グループは、将来を担う人材の育成と社内環境の整備に努め、従業員全員が成長できる体制を構築
していきます。

（ESG経営）
　当社グループは、サステナビリティの推進や地域貢献、人材への配慮・教育、ガバナンス強化を通じ、
企業価値向上に努めます。

（財務経営）
　当社グループは、財務基盤の安定を大前提に、成長投資と株主還元のバランスの取れたキャッシュアロ
ケーションを推進していきます。

　これらの重点戦略と経営基盤構築を実行することにより、誰からも愛される存在となるとともに、日本を
代表する住まいと暮らしの総合企業を目指し、一層の企業価値向上に取り組んでまいります。

（5）主要な事業内容（2025年２月28日現在）

１．ホームインプルーブメント 木材・建材、工具、金物・水道、塗料・作業用品、園芸用品、園芸植物、
資材、エクステリア、住設機器、リフォーム

２．ハウスキーピング ダイニング用品、インテリア、電材・照明、日用品、収納用品、薬品、
履物・衣料、家庭雑貨品、家電、介護用品

３．ペット・レジャー カー用品、ペット用品、文具・事務用品、サイクル・レジャー用品
４．食品 食品、酒類
５．その他 100円ショップ、書籍、自動販売機、灯油

　当社グループは、DIY商品の小売、建築資材等の販売を中心とした事業展開を行っており、主な取扱商品
は次のとおりであります。
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宮城県

7店舗

福島県

2店舗

茨城県

1店舗

栃木県

1店舗

埼玉県37店舗

千葉県

17店舗
愛知県

28店舗

岐阜県

5店舗
滋賀県

5店舗

京都府

29店舗兵庫県

50店舗

鳥取県

2店舗
島根県

2店舗福岡県

22店舗
佐賀県

2店舗

大分県

9店舗
宮崎県

2店舗

沖縄県

1店舗

長崎県

13店舗

熊本県

12店舗

岡山県

10店舗
広島県

14店舗

三重県

8店舗

奈良県

18店舗

和歌山県

21店舗

神奈川県

45店舗

東京都

56店舗大阪府

128店舗

山口県

4店舗
ベトナム
13店舗

日本
623店舗

岩手県

1店舗

北海道

3店舗

高知県

13店舗

愛媛県

19店舗 徳島県

17店舗

香川県
12店舗 静岡県

7店舗

グループ計

636店舗
海外店舗

KOHNAN VIETNAM CO., LTD. 13店舗

国内店舗

コーナン商事株式会社 502店舗

株式会社建デポ 88店舗

株式会社ホームインプルーブメントひろせ 33店舗
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主要な事業所及び店舗

（6）主要な事業所及び店舗（2025年２月28日現在）

当　社 （本社）大阪市淀川区
子会社 KOHNAN VIETNAM CO., LTD. （本社）ベトナム社会主義共和国
子会社 株式会社建デポ （本社）東京都千代田区
子会社 株式会社ホームインプルーブメントひろせ （本社）大分県大分市
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宮城県

7店舗

福島県

2店舗

茨城県

1店舗

栃木県

1店舗

埼玉県37店舗

千葉県

17店舗
愛知県

28店舗

岐阜県

5店舗
滋賀県

5店舗

京都府

29店舗兵庫県

50店舗

鳥取県

2店舗
島根県

2店舗福岡県

22店舗
佐賀県

2店舗

大分県

9店舗
宮崎県

2店舗

沖縄県

1店舗

長崎県

13店舗

熊本県

12店舗

岡山県

10店舗
広島県

14店舗

三重県

8店舗

奈良県

18店舗

和歌山県

21店舗

神奈川県

45店舗

東京都

56店舗大阪府

128店舗

山口県

4店舗
ベトナム
13店舗

日本
623店舗

岩手県

1店舗

北海道

3店舗

高知県

13店舗

愛媛県

19店舗 徳島県

17店舗

香川県
12店舗 静岡県

7店舗

流通センター
大 阪 府 3ヶ所
神 奈 川 県 2ヶ所
愛 知 県 1ヶ所
京 都 府 1ヶ所
兵 庫 県 1ヶ所
岡 山 県 1ヶ所
広 島 県 1ヶ所
福 岡 県 1ヶ所
グループ計 11ヶ所
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主要な事業所及び店舗
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従業員の状況、主要な借入先の状況、その他企業集団の現況に関する重要な事項

（7）従業員の状況（2025年２月28日現在）

従業員数 前連結会計年度末比増減
4,898名 92名増

従業員数 前事業年度末比増減 平均年齢 平均勤続年数
3,499名 46名増 41.0歳 15.1年

① 企業集団の従業員の状況

（注）上記従業員の他にパートタイマーを雇用しており、最近１年間の平均雇用人員は11,562名（１日８時間換算）であります。

② 当社の従業員の状況

（注）上記従業員の他にパートタイマーを雇用しており、最近１年間の平均雇用人員は10,275名（１日８時間換算）であります。

（8）主要な借入先の状況（2025年２月28日現在）

借入先 借入額
株式会社みずほ銀行 17,279百万円
株式会社三井住友銀行 17,279

株式会社紀陽銀行 10,256

株式会社三菱UFJ銀行 9,656

三井住友信託銀行株式会社 9,156

当社の借入先の状況

（9）その他企業集団の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。
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会社の状況

株式の状況（2025年２月28日現在）

① 発行可能株式総数 60,000,000株
② 発行済株式の総数 34,682,113株
③ 株主数 19,922名
④ 大株主（上位10名）

■２  会社の状況

　

証券会社
3.28％

金融機関
13.67％

個人・その他
37.99％

自己株式
13.91％

外国法人等
11.39％

その他国内法人
19.76％

所有者別の株式保有比率

株主名 持株数 持株比率
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,092千株 7.01％
港南株式会社 2,040 6.83
疋田　耕造 1,807 6.05
疋田　直太郎 1,797 6.02
コーナン商事取引先持株会 1,256 4.21
アイリスオーヤマ株式会社 1,101 3.69
株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口） 946 3.17
ＹＳ株式会社 707 2.37
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 656 2.20
株式会社大創産業 650 2.18

（注）１．当社は、自己株式を4,822,904株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
なお、当該自己株式数には、執行役員インセンティブプラン「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」及び従業員インセンティブプラン「株
式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が保有する当社株式946,900株を含んでお
りません。

２．持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

⑤ 当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に対し交付した株式の状況
　2024年６月19日開催の取締役会において譲渡制限付株式報酬として自己株式の処分を決議し、同年７月18
日付で取締役（社外取締役を除く。）５名に対し自己株式1,500株の処分を行っております。

⑥ その他株式に関する重要な事項
当社は、2024年４月10日開催の取締役会決議に基づき、当事業年度中に自己株式698,800株を取得いたし

ました。
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新株予約権等の状況

（1）当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況 （2025年２月28日現在）

新株予約権の数 目的である株式の数 保 有 者 数
取締役 ( 社外取締役を除く ) 94個 9,400株 １名

■３  新株予約権等の状況

2005年５月26日開催の株主総会決議による新株予約権
・新株予約権の数
94個（新株予約権１個につき100株）

・新株予約権の目的である株式の数
9,400株

・新株予約権の払込金額
１個当たり　1,467円

・新株予約権の行使に際して出資される財産の価額
１個当たり　100円（１株当たり　１円）

・新株予約権の行使に際して株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項
該当事項はありません。

・新株予約権を行使することができる期間
2005年６月１日から2025年５月31日まで

・新株予約権の行使の条件
① 対象者は、新株予約権を割当てられた時に就任していた当社の役員を退任したときに限り、新株予

約権を行使することができる。但し、この場合、対象者は、対象者が上記の役員を辞任した日の翌
日から当該権利行使開始日より10日を経過する日までの間に限り、新株予約権を行使できる。

② 対象者が死亡した場合、対象者の相続人のうち、対象者の配偶者、子、１親等の直系尊属に限り新
株予約権を行使することができる。但し、相続人は、当該役員が死亡退任した日の翌日から３ヶ月
を経過する日までの間に限り、新株予約権を行使できる。

③ その他の権利行使の条件は、株主総会決議及び取締役会決議に基づき、当社と対象者との間で締結
する新株予約権割当契約の定めるところによる。

・当社役員の保有状況

（2）当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
　該当事項はありません。
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会社役員の状況

（1）取締役及び監査役の状況（2025年２月28日現在）

地位 氏名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 社 長 疋　田　直太郎
株式会社建デポ代表取締役会長
大阪エイチシー株式会社代表取締役社長
株式会社ホームインプルーブメントひろせ代表取締役会長

常務取締役・上席執行役員 加　藤　高　明 情報戦略室長・経営企画部・情報戦略室担当

常務取締役・上席執行役員 成　田　幸　夫 デジタル戦略室・人事部・システム企画部・経理部・IR広報室担当

取 締 役 ・ 上 席 執 行 役 員 窪　山　　　満 法人営業部・リフォーム営業部・開発部・物流部担当

取 締 役 ・ 上 席 執 行 役 員 小　松　和　城 営業企画推進部・HC営業部・EC営業部・PRO営業部・販売促進部
担当

取 締 役 ・ 上 席 執 行 役 員 浦　田　俊　一 財務部長・お客様サポート部・品質保証部・財務部担当

社 外 取 締 役 田　端　　　晃
弁護士
エレコム株式会社社外監査役
株式会社関通社外取締役（監査等委員）

社 外 取 締 役 太田垣　啓　一
社 外 取 締 役 片　山　博　臣
社 外 取 締 役 山　中　千　佳 ピーコック魔法瓶工業株式会社代表取締役社長

社 外 取 締 役 山　中　　　諄
常 勤 監 査 役 野　村　明　弘
社 外 監 査 役 小　倉　健之亮

社 外 監 査 役 藤　本　光　二 公認会計士・税理士
プラス ロジスティクス株式会社社外監査役

社 外 監 査 役 松　川　奈　央 弁護士
株式会社スマートバリュー社外取締役

■４  会社役員の状況

（注）１. 2024年９月17日付で、常勤監査役田上計美氏は監査役を辞任いたしました。
２. 監査役藤本光二氏は、公認会計士・税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するものであります。
３. 当社は、各社外取締役及び各社外監査役を一般株主と利益相反が生じるおそれがない独立役員として、東京証券取引所に届け出てお

ります。
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（2）責任限定契約の内容の概要
　当社と各社外取締役及び各社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の
損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定
する額としております。なお、当該責任限定が認められるのは、当該社外取締役又は社外監査役が責任の原
因となった職務の遂行について善意でかつ重大な過失がないときに限られます。

（3）役員等賠償責任保険契約の内容の概要
　当社は、取締役、監査役及び執行役員並びに子会社の役員を被保険者として、会社法第430条の３に規定
する役員等賠償責任保険（D&O保険）契約を締結しております。
　保険料は特約部分も含め当社が全額負担しており、被保険者の実質的な保険料負担はありません。
　当該保険契約では、被保険者である役員等がその職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に
係る請求を受けることによって生ずることのある損害について填補することとされています。但し、役員等
の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、法令違反の行為であることを認識して行った行為に
起因して生じた損害は填補されないなど、一定の免責事由があります。

（4）役員報酬等の内容の決定に関する方針
　当社は、2021年２月15日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針を決
議しております。
　また、取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬等の内容の決定方法及び決
定された報酬等の内容が取締役会で決議された決定方針と整合していることや、指名・報酬委員会からの答
申が尊重されていることを確認しており、当該決定方針に沿うものであると判断しております。
　取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の内容は次のとおりであります。
① 基本方針

　当社は企業価値の持続的な向上を図るインセンティブとして十分に機能するよう株主利益と連動した報
酬体系とし、個々の取締役の報酬の決定に際しては、各職責を踏まえた適正な水準とする。
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② 報酬の構成
　業務執行取締役の報酬は、固定報酬としての基本報酬、業績連動型金銭報酬等及び業績連動型株式報酬
等（非金銭報酬等）により構成し、監督機能を担う社外取締役については、その職務に鑑み、基本報酬の
みを支払うこととする。
【固定報酬（基本報酬）】

　役位、職責、在任年数等に応じて固定額を毎月支給する。
【業績連動型金銭報酬等】

　事業年度ごとの業績向上に対する意識を高めるため業績指標（KPI）を反映した報酬とし、各事業年
度の業績目標値に対する達成度合いに応じて算出された額を賞与として毎年、一定の時期に支給する。
目標となる業績指標（KPI）とその値は、中期経営計画と整合するよう設定し、適宜、環境の変化に応
じて見直しを行うものとする。

【業績連動型株式報酬等（非金銭報酬等）】
　非金銭報酬等は、中長期的な企業価値向上との連動性を強化した報酬構成とするため、譲渡制限付株
式とする。目標となる業績指標（KPI）とその値は、中期経営計画と整合するよう設定し、適宜、環境
の変化に応じて見直しを行うものとする。

③ 報酬の割合の決定
　業務執行取締役の種類別の報酬割合については、当社と同程度の事業規模や関連する業種・業態に属す
る企業をベンチマークとする報酬水準を踏まえ、上位の役位ほど業績連動報酬等のウェイトが高まる構成
とする。当該報酬割合については、適宜、環境の変化に応じて指名・報酬委員会の答申を踏まえた見直し
を行うものとする。

④ 個人別の報酬の決定
　取締役の個人別の報酬の決定については、取締役会決議にもとづき、代表取締役社長がその具体的内容
について委任をうけるものとし、その権限の内容は、各取締役の基本報酬の額、及び各取締役の担当事業
の業績を踏まえた賞与の評価配分とする。なお、株式報酬は、取締役会で取締役個人別の割当株式数を決
議する。
　取締役会は、当該権限が代表取締役社長によって適切に行使されるよう、指名・報酬委員会に原案を諮
問し答申を得るものとし、上記の委任をうけた代表取締役社長は、当該答申の内容を最大限尊重して決定
をしなければならないこととする。
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区分
報酬等
の総額

（百万円）

報酬等の種類別の総額(百万円)
対象となる
役員の員数

（名）基本報酬
業績連動報酬等

金銭
報酬等

非金銭
報酬等

取締役
（うち社外取締役）

405
（34）

215
（34）

180
（－）

10
（－）

13
（5）

監査役
（うち社外監査役）

27
（15）

27
（15）

－
（－）

－
（－）

5
（3）

合計
（うち社外役員）

433
（49）

243
（49）

180
（－）

10
（－）

18
（8）

（5）当事業年度における報酬等の総額

（注）１. 上表には、2024年５月30日開催の第47期定時株主総会終結の時をもって退任した取締役２名（うち社外取締役０名）及び2024年
９月17日付で辞任により退任した監査役１名（うち社外監査役０名）の在任中の報酬等の額を含んでおります。

２. 業績連動報酬等にかかる業績指標は各連結会計年度の営業収益、営業利益、経常利益、及び親会社株主に帰属する当期純利益であ
り、その実績は当連結会計年度における営業収益501,403百万円、営業利益25,001百万円、経常利益23,306百万円、及び親会社株
主に帰属する当期純利益14,210百万円であります。当該指標を選択した理由は事業年度ごとの業績向上に対する意識を高めるためで
あります。当社の業績連動報酬等は、目標値に対する達成度合いに応じて算定されております。

３. 非金銭報酬等の内容は当社の株式であり、割当ての際の条件等は「（4）役員報酬等の内容の決定に関する方針」のとおりでありま
す。また、当事業年度における交付状況は「２ 会社の状況　株式の状況　⑤当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に対し交
付した株式の状況」に記載しております。

４. 取締役の報酬限度額は、2021年５月27日開催の第44期定時株主総会において年額400百万円以内（うち社外取締役分60百万円以
内、使用人分給与は含まない）と決議いただいております。当該株主総会終結時点の取締役の員数は、13名（うち、社外取締役は５
名）です。
また、金銭報酬等とは別枠で、2017年５月25日開催の第40期定時株主総会において、譲渡制限付株式報酬額として年額100百万円
以内（社外取締役を除く。使用人分給与は含まない）と決議いただいております。当該株主総会終結時点の取締役の員数は、13名
（うち、社外取締役は3名）です。なお、2022年５月26日開催の第45期定時株主総会において、譲渡制限付株式報酬制度の改定
（譲渡制限期間の変更）を決議いただいております。当該株主総会終結時点の取締役の員数は、15名（うち、社外取締役は６名）で
す。

５. 監査役の報酬限度額は、2017年５月25日開催の第40期定時株主総会において年額36百万円以内と決議いただいております。当該
株主総会終結時点の監査役の員数は、5名（うち、社外監査役は３名）です。

６. 取締役の報酬等の額には、本総会において付議いたします取締役６名（社外取締役は除く）に対する総額180百万円の役員賞与支給
予定額が含まれております。

７. 取締役の個人別の報酬の決定については、取締役会決議に基づき、代表取締役社長疋田直太郎氏に対しその具体的内容について委任
しております。その権限の内容は、各取締役の基本報酬の額、及び各取締役の担当事業の業績を踏まえた賞与の評価配分であり、株
式報酬は取締役会で取締役個人別の割当株式数を決議しております。委任した理由は、当社全体の業績等を勘案しつつ各取締役の担
当部門について評価を行うには代表取締役社長が適していると判断したためであります。
取締役会は、当該権限が代表取締役社長によって適切に行使されるよう、指名・報酬委員会に原案を諮問し答申を得るものとし、上
記の委任をうけた代表取締役社長は、当該答申の内容を最大限尊重して決定をしております。
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（6）社外役員に関する事項
① 他の法人等の業務執行者としての重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係
・取締役山中千佳氏は、ピーコック魔法瓶工業株式会社の代表取締役社長であり、当社は同社との間に商品

仕入れの取引がありますが、その取引高は、同社売上高の４%未満、当社連結売上高の0.1％未満であ
り、同氏の独立性に問題ないものと判断しております。

② 他の法人等の社外役員等としての重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係
・取締役田端晃氏は、エレコム株式会社の社外監査役であり、当社と同社との間には商品の仕入取引があり

ますが、その取引高は、当社及び同社のいずれから見てもそれぞれの売上高の1%未満であります。ま
た、同氏は株式会社関通の社外取締役（監査等委員）でありますが、当社と同社との間には特別な関係は
ありません。

・監査役藤本光二氏は、プラス ロジスティクス株式会社の社外監査役でありますが、当社と同社との間に
は特別な関係はありません。

・監査役松川奈央氏は、株式会社スマートバリューの社外取締役でありますが、当社と同社との間には特別
な関係はありません。
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出席状況、発言状況並びに社外取締役に
期待される役割に関して行った職務の概要

取締役 田　端　　　晃
当事業年度に開催された取締役会11回のうち10回に出席いたしました。取締役会におい
て、主に弁護士としての専門的見地から議案審議等に必要な発言を適宜行うとともに、
当社の経営全般に対する助言を行っており、社外取締役に期待される役割を適切に果た
しております。

取締役 太田垣　啓　一

当事業年度に開催された取締役会11回のうち10回に出席いたしました。取締役会におい
て、主に企業経営者としての幅広い視野と経験から議案審議等に必要な発言を適宜行う
とともに、当社の経営全般に対する助言を行っており、社外取締役に期待される役割を
適切に果たしております。また、指名・報酬委員会の委員長として、当事業年度に開催
された委員会４回の全てに出席し、客観的・中立的立場で当社の役員候補者の選定や役
員報酬等の決定過程における監督機能を主導しております。

取締役 片　山　博　臣

当事業年度に開催された取締役会11回のうち10回に出席いたしました。取締役会におい
て、主に企業経営者としての幅広い視野と経験から議案審議等に必要な発言を適宜行う
とともに、当社の経営全般に対する助言を行っており、社外取締役に期待される役割を
適切に果たしております。また、指名・報酬委員会の委員として、当事業年度に開催さ
れた委員会４回の全てに出席し、客観的・中立的立場で当社の役員候補者の選定や役員
報酬等の決定過程における監督機能を担っております。

取締役 山　中　千　佳
当事業年度に開催された取締役会11回のうち10回に出席いたしました。取締役会におい
て、主に企業経営者としての幅広い視野と経験から議案審議等に必要な発言を適宜行う
とともに、当社の経営全般に対する助言を行っており、社外取締役に期待される役割を
適切に果たしております。

取締役 山　中　　　諄

当事業年度に開催された取締役会11回の全てに出席いたしました。取締役会において、
主に企業経営者としての幅広い視野と経験から議案審議等に必要な発言を適宜行うとと
もに、当社の経営全般に対する助言を行っており、社外取締役に期待される役割を適切
に果たしております。また、指名・報酬委員会の委員として、当事業年度に開催された
委員会４回の全てに出席し、客観的・中立的立場で当社の役員候補者の選定や役員報酬
等の決定過程における監督機能を担っております。

監査役 小　倉　健之亮
当事業年度に開催された取締役会11回の全て、監査役会11回の全てに出席いたしまし
た。監査役会及び取締役会へ出席する他、主に企業経営者としての幅広い視野と経験か
ら取締役会の決定の妥当性・適正性を確保するための助言・提言を行っております。

監査役 藤　本　光　二
当事業年度に開催された取締役会11回の全て、監査役会11回の全てに出席いたしまし
た。監査役会及び取締役会へ出席する他、公認会計士・税理士としての専門的見地から
取締役会の決定の適正性を確保するための発言を行っております。

監査役 松　川　奈　央
当事業年度に開催された取締役会11回の全て、監査役会11回の全てに出席いたしまし
た。監査役会及び取締役会へ出席する他、決議の内容により必要に応じて取締役に報告
を求め、主に弁護士としての専門的見地から適宜発言を行っております。

③ 当事業年度における主な活動状況
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■５  会計監査人の状況
（1）名称

　太陽有限責任監査法人

（2）報酬等の額
①　当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 48百万円
②　当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 48百万円
（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に

区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。
２. 当社監査役会は、監査項目別監査時間及び監査報酬の推移並びに過年度の監査計画と実績の状況を確認し、当事業年度の監査

時間及び報酬額の見積り等の妥当性を検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行っており
ます。

３. 当社の重要な子会社のうち、在外子会社につきましては、当社の会計監査人以外の公認会計士又は監査法人（外国におけるこ
れらの資格に相当する資格を有する者を含む）の監査を受けております。

（3）非監査業務の内容
　該当事項はありません。

（4）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、株主総会
に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。
　また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当すると認められる場合に、
監査役全員の同意に基づき会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後
最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。

（5）責任限定契約の内容の概要
　該当事項はありません。

（6）会計監査人が過去２年間に受けた業務停止処分
　当社の会計監査人である太陽有限責任監査法人は、2023年12月26日付で、金融庁から契約の新規の締
結に関する業務の停止３か月（2024年１月１日から同年３月31日まで。ただし、既に監査契約を締結して
いる被監査会社について、監査契約の期間更新や上場したことに伴う契約の新規の締結を除く。）の処分を
受けました。
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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

■６  業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
　当社では、取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適
正を確保するための体制に関する基本方針を定めております。その内容及び運用状況の概要は以下のとおりで
あります。

（1）取締役会における決議の内容の概要
① 当社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　当社は、事業活動を展開するにあたり、法令及び定款等を遵守することが経営の最重要課題の一つである
ことから、「行動指針」を定め、コンプライアンス意識の周知・徹底に努める。また、「コンプライアンス
規程」に基づき、コンプライアンス委員会を設置し、コンプライアンス経営の推進を図るほか、法令等に違
反する行為を早期に発見し、是正するため、通報窓口を社内外に設置するとともに社内に相談窓口を設置す
る。さらに、社長直轄の内部監査部が各部署の業務遂行状況を定期的に監査し、その結果を社長に報告す
る。
　また、財務報告の信頼性を確保するため、関係法令等に則り、財務報告に関する内部統制体制の整備を行
う。

② 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　当社は、情報の保存及び管理については、「情報管理規程」、「文書管理規程」、「特定個人情報取扱規
程」等に基づき、保存及び管理を行う。

③ 当社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　当社の事業活動に関する各種リスクに対しては、事業の内容に応じて設置した部署の長がそれぞれの部署
を統括し、各部署がそれぞれ法令、規程等に基づいて対応する。また、主要な業務については、「内部管理
規程」、「財務報告に係る内部統制実施規程」を遵守するほか、「リスクコントロール・マトリックス」を
作成し、その運用によりリスク及び損害の発生の回避に努める。

④ 当社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　当社は、「組織規程」、「職務権限規程」、「業務分掌規程」等により、職務の責任と権限を明確にし、
迅速かつ効率的な業務執行を行う。また、原則毎月１回開催される取締役会のほか、必要に応じて各種会議
体を設けて当社全体の意思統一及び経営方針の徹底を図り、効率的な業務執行の推進に努める。

⑤ 当社並びに当社の子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
　当社の内部統制に関する諸規程は、子会社にも準用し、共通の認識のもとに事業活動を行う。また、当社
から子会社に役職員を派遣するとともに、子会社の業務執行状況を適宜把握する。当社と子会社間の取引に
あたっては、法令及び規程等を遵守する。
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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

⑥ 当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関
する事項及び当該使用人の当社の取締役からの独立性に関する事項並びに当社の監査役の当該
使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

　当社の監査役がその職務を補助するため、使用人を置くことを求めた場合は、社内において必要な体制を
迅速に確保する。この場合、使用人の当社の取締役からの独立性を確保するため、使用人の任免、評価等に
ついては、監査役会と協議する。

⑦ 当社の監査役への報告に関する体制及び当社の監査役に報告をした者が当該報告をしたことを
理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

　当社の監査役は、取締役会をはじめとする主要な会議体に出席できるほか、監査役会から求めがあった場
合、当社グループの取締役及び使用人は、監査役会に出席して報告する。当社の監査役に報告を行った者に
対しては、当該報告を行ったことを理由として、不利な取扱いを行うことを禁止し、これを周知徹底する。

⑧ 当社の監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項及びそ
の他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　当社の監査役が職務の執行について生ずる費用の前払等を請求したときは、当該監査役の職務の執行に必
要でない場合を除き、速やかに当該費用又は債務を処理する。また、当社の監査役は、会計監査人から会計
監査及び財務報告に係る内部統制監査の内容について説明を受けるほか、必要に応じて、弁護士、会計監査
人等から助言を受けることができる。

⑨ 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方
　当社は、社会秩序や健全な企業活動に脅威を与える反社会的勢力との関係を毅然とした態度で遮断する。
また、役職員に対する教育・啓蒙活動を通じて周知徹底を図るとともに、事案発生時には警察等外部の機関
と連携し、必要に応じて顧問弁護士等のアドバイスを受けながら組織全体で法令に則した対応を行う。

（2）運用状況の概要
　当社は、上記のとおり、会社の業務の適正を確保するための体制に関する基本方針を整備しております。当
該基本方針については、必要に応じて見直しを行い、取締役会に報告するとともに、運用上の不備について
は、適宜是正・改善し、適切な内部統制システムの構築、維持に努めております。
　また、役職員を対象にコンプライアンス研修を実施するとともに、社内報への掲載やイントラネットでの掲
示等を通じて、「行動指針」、「コンプライアンス通報窓口」の周知を図るなど、継続的にコンプライアンス
教育を行うほか、コンプライアンス委員会は、定期的に取締役会に活動報告を行い、コンプライアンス経営の
推進を図っております。
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剰余金の配当等の決定に関する方針

■７  剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、株主の皆様に対する利益の還元を経営上の重要施策の一つとして位置付け、業績見通し、事業活動
への投資、財務健全性などを総合的に判断しながら、長期にわたって安定した配当を実施することを基本方針
としております。
　この方針のもと、第48期は2024年11月６日に中間配当として１株当たり50円を実施しており、期末配当
50円と合わせて１株当たり100円の剰余金の配当を予定しております。
　第49期の剰余金の配当については、2025年４月11日に公表のとおり、30円増配し、年間130円の剰余金
の配当を予定しております。また、同日公表のとおり、総額20億円を上限とした自己株式取得を行います。自
己株式取得については、当社の株主還元の基本方針に沿って、業績及び株価水準等に応じ適宜検討してまいり
ます。当社の第４次中期経営計画期間中（2025-2027）につきましては、総還元性向40%以上及び累進配当
を目指すこととします。

以上のご報告における記載金額及び株式数は、表示単位未満を切り捨てにより表示しております。
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メモ
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連結貸借対照表

連結貸借対照表（2025年２月28日現在） （単位：百万円未満切捨表示）

科目 金額 科目 金額
資産の部
流動資産

現金及び預金
売掛金
商品及び製品
原材料及び貯蔵品
前渡金
前払費用
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物及び構築物
機械装置及び運搬具
工具、器具及び備品
土地
リース資産
建設仮勘定
無形固定資産
商標権
顧客関連資産
のれん
借地権
ソフトウエア
その他
投資その他の資産
投資有価証券
長期貸付金
長期前払費用
差入保証金
退職給付に係る資産
繰延税金資産
その他
貸倒引当金　

170,496
10,842
17,893

131,973
1,186

38
5,382
3,228
△49

308,510
216,101
133,171

1,255
6,837

51,741
20,546
2,548
25,148
2,412
1,860

13,288
4,712
1,958
916

67,260
4,515

26
1,461

53,510
188

7,532
207

△182 　

負債の部
流動負債 123,480

買掛金 36,820
電子記録債務 10,451
短期借入金 17,100
1年内返済予定の長期借入金 31,178
リース債務 2,769
未払金 7,139
未払費用 3,109
未払法人税等 4,748
未払消費税等 1,066
前受収益 1,421
契約負債 4,124
賞与引当金 2,593
役員賞与引当金 180
その他 777

固定負債 189,734
長期借入金 118,774
リース債務 23,366
受入保証金 10,851
長期未払金 14,180
商品自主回収関連損失引当金 455
株式給付引当金 1,270
退職給付に係る負債 361
資産除去債務 19,108
繰延税金負債 1,102
その他 261

負債合計 313,214
純資産の部
株主資本 164,722
資本金 17,658
資本剰余金 17,922
利益剰余金 152,173
自己株式 △23,033
その他の包括利益累計額 1,070
その他有価証券評価差額金 431
繰延ヘッジ損益 △130
為替換算調整勘定 619
退職給付に係る調整累計額 149
純資産合計 165,792

資産合計 479,006 負債純資産合計 479,006

連結計算書類
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連結損益計算書

連結損益計算書（2024年３月１日から2025年２月28日まで） （単位：百万円未満切捨表示）

科目 金額
売上高 484,293
売上原価 304,834
売上総利益 179,458
営業収入 17,110
販売費及び一般管理費 171,567
営業利益 25,001
営業外収益
受取利息及び配当金 99
受取保険金 102
為替差益 202
匿名組合投資利益 337
受取損害賠償金 219
受取支援金収入 54
補助金収入 4
その他 422 1,440
営業外費用
支払利息 2,330
支払手数料 373
その他 432 3,136
経常利益 23,306
特別利益
固定資産売却益 683
受入保証金解約益 20 704
特別損失
減損損失 1,960
関係会社出資金評価損 474
固定資産売却損 22
固定資産除却損 13 2,470
税金等調整前当期純利益 21,540
法人税、住民税及び事業税 7,794
法人税等調整額 △464 7,329
当期純利益 14,210
親会社株主に帰属する当期純利益 14,210
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貸借対照表

貸借対照表（2025年２月28日現在） （単位：百万円未満切捨表示）

科目 金額 科目 金額
資産の部
流動資産

現金及び預金
売掛金
商品及び製品
原材料及び貯蔵品
前渡金
前払費用
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物
構築物
機械及び装置
車両運搬具
工具、器具及び備品
土地
リース資産
建設仮勘定
無形固定資産
のれん
借地権
ソフトウエア
その他
投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
関係会社出資金
長期貸付金
長期前払費用
差入保証金
繰延税金資産
その他
貸倒引当金　

142,538
6,752

16,863
110,775

1,131
34

4,864
2,126

△9
300,193
198,003
114,133

6,536
509
314

5,694
50,360
18,115
2,338
6,858
136

4,712
1,802
208

95,331
3,094

26,414
5,900
4,225
1,064

47,996
6,622
123

△110 　

負債の部
流動負債 99,720

買掛金 32,281
電子記録債務 2,378
短期借入金 12,500
1年内返済予定の長期借入金 29,215
リース債務 2,254
未払金 6,391
未払費用 2,620
未払法人税等 3,908
未払消費税等 700
前受収益 1,422
契約負債 2,983
賞与引当金 2,142
役員賞与引当金 180
その他 740

固定負債 178,606
長期借入金 112,448
リース債務 21,460
受入保証金 10,767
長期未払金 14,172
商品自主回収関連損失引当金 455
株式給付引当金 1,270
資産除去債務 17,769
その他 261

負債合計 278,327
純資産の部
株主資本 164,136
資本金 17,658
資本剰余金 17,922
資本準備金 17,893
その他資本剰余金 29
利益剰余金 150,569
利益準備金 111
その他利益剰余金 150,457
別途積立金 136,810
繰越利益剰余金 13,647

自己株式 △22,014
評価・換算差額等 268
その他有価証券評価差額金 398
繰延ヘッジ損益 △130
純資産合計 164,404

資産合計 442,732 負債純資産合計 442,732

計算書類
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損益計算書

損益計算書（2024年３月１日から2025年２月28日まで） （単位：百万円未満切捨表示）

科目 金額
売上高 411,229
売上原価 256,332
売上総利益 154,897
営業収入 16,811
販売費及び一般管理費 148,085
営業利益 23,623
営業外収益
受取利息及び配当金 87
受取保険金 94
為替差益 187
匿名組合投資利益 337
受取支援金収入 54
データ提供料 130
補助金収入 4
その他 118 1,015
営業外費用
支払利息 2,254
支払手数料 350
その他 410 3,014
経常利益 21,624
特別利益
受入保証金解約益 3
固定資産売却益 137 140
特別損失
減損損失 1,520
関係会社出資金評価損 474
固定資産売却損 22
固定資産除却損 7 2,023
税引前当期純利益 19,740
法人税、住民税及び事業税 6,678
法人税等調整額 △461 6,217
当期純利益 13,523
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

太陽有限責任監査法人
　大　阪　事　務　所
指定有限責任社員 公認会計士 児　玉　秀　康　㊞業 務 執 行 社 員
指定有限責任社員 公認会計士 有　久　　　衛　㊞業 務 執 行 社 員

2025年４月15日
コーナン商事株式会社
　　　取締役会　御中

　監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、コーナン商事株式会社の2024年３月１日から2025年２
月28日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計
算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、コーナン商事株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況
を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準に
おける当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我
が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその
他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判
断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示す
ることにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取
締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその
他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の
記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討するこ
と、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにあ
る。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を
報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

監査報告

連結計算書類に係る会計監査報告
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連結計算書類に係る会計監査報告

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し
適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表
示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であ
るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事
項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚
偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意
見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結
計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門
家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査
手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分
かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リ
スク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討す
る。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理
性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠
に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められる
かどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計
算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場
合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日
までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる
可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
いるかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が
基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証
拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単
独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部
統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を
行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ
と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講
じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容に
ついて報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

太陽有限責任監査法人
　大　阪　事　務　所

指定有限責任社員 公認会計士 児　玉　秀　康　㊞業 務 執 行 社 員
指定有限責任社員 公認会計士 有　久　　　衛　㊞業 務 執 行 社 員

2025年４月15日
コーナン商事株式会社
　　　取締役会　御中

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、コーナン商事株式会社の2024年３月１日から
2025年２月28日までの第48期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書
及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、
当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準に
おける当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が
国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任
を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示す
ることにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取
締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他
の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記
載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、ま
た、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を
報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類に係る会計監査報告
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計算書類に係る会計監査報告

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適
正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示す
るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるか
どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を
開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに
ある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽
表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を
表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類
等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門
家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査
手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分
かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リス
ク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理
性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に
基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるか
どうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類
等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、
計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入
手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性が
ある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい
るかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎と
なる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部
統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を
行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ
と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講
じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容に
ついて報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

監査報告書

　当監査役会は、2024年３月１日から2025年２月28日までの第48期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成

した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

（１）監査役会は、監査方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等

及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

（２）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査方針、監査計画等に従い、取締役、内部監査部その他の

使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施いたしまし

た。

①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説

明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。

また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業

の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社及び

その子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項

に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）につい

て、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表

明いたしました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からそ

の職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行

われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業

会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動

計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書

及び連結注記表）について検討いたしました。

監査役会の監査報告
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監査役会の監査報告

２．監査の結果

（１）事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。

また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認めら

れません。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人　太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（３）連結計算書類の監査結果

　会計監査人　太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

コーナン商事株式会社　監査役会
常勤監査役 野　村　明　弘 ㊞
社外監査役 小　倉　健之亮 ㊞
社外監査役 藤　本　光　二 ㊞
社外監査役 松　川　奈　央 ㊞

2025年４月16日

（注）監査役　田上計美氏は、2024年９月17日付で辞任いたしましたので、監査報告書に署名押印はいたしておりません。
　

以　上
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裏表紙

第48期定時株主総会会場ご案内図

場 所

大阪府堺市堺区戎島町４丁45番地の１
ホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺
４階 ロイヤルホール
TEL. 072-224-1121

交 通

南海本線「堺駅」西出口　徒歩３分
堺駅とホテル アゴーラ リージェンシー 大阪堺は、
連絡通路により結ばれております。

　

駐車場のご用意はいたしておりませんので、
お車でのご来場はご遠慮くださいますようお願い申しあげます。
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本年も昨年同様、お土産のご用意はございません。


